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日程 時間 講師 テーマ 概要 会場

３日(土)

  ※11:30～
動物研究部
西海　功 鳥類における出生性比の偏り

オオヨシキリのメスは地位が高いとオスを多く生むことを、
講師が30年前に発見しました。
その後の鳥の出生性比の研究についてご紹介します。

日本館2階
講堂

※※14:30～
植物研究部

大村　嘉人 地衣類が極限環境で耐えるヒミツ
地衣類が南極や砂漠など、通常の生きものが生息することが困難な
環境にも適応している秘密に迫ります。

日本館2階
講堂

10日(土)

11日(日)

12日(月・祝)

17日(土)

  ※11:30～
動物研究部
井手　竜也

甘い「虫こぶ」のヒミツ
～小さなハチをめぐる小さな生態系～

特別展「いきもの超ワールド展」でも話題の、
甘いミツを出す虫こぶの不思議な生態について紹介します。

日本館2階
講堂

※※14:30～
植物研究部
辻　彰洋 まりもを育てる 全国各地で育てているまりもの栽培の現状をお伝えします。 日本館2階

講堂

  ※11:30～
動物研究部
篠原　現人 深海魚に関する近年の話題 謎が多い深い海にすむ魚たちの姿や生活について紹介します。 日本館2階

講堂

※※14:30～
　●プラス●

生命史研究部
重田　康成

[化石の日特別企画]
研究者のアンモナイト発見術

研究者はどのようにしてアンモナイトを見つけるのか、
そのテクニックを解説します。

日本館2階
講堂

  ※11:30～
動物研究部
山崎　博史 メイオベントス：砂の中の小さな生きものたち

海や湖の砂粒のすき間に暮らす小さな生きもの「メイオベントス」。
その多様な仲間や暮らし、研究の面白さを紹介します。

日本館2階
講堂

※※14:30～
生命史研究部
芳賀　拓真 深海の生き物たちの化石

10月15日は「化石の日」です。
深海の生物たちの化石は、実は私たちの身近にあります。
貝の化石を中心として、化石の視点で深海生物を紹介します。

日本館2階
講堂

   ※11:30～
   　♦ライト♦

理学研究部
佐野　貴司 火山のはなし 最近の火山噴火や火山研究に関して15分程度で解説をします。

地球館3階
講義室

※※14:30～
 　　♦ライト♦

産業技術史資料

情報センター

前島　正裕
日本館1階南翼の展示更新について

日本館1階南翼は今年の4月にリニューアルオープンしました。
その見どころをお伝えいたします。

地球館3階
講義室

お休み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お休み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お休み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お休み

18日(日)

24日(土)

25日(日)

31日(土)

４日(日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お休み

10月ディスカバリートーク

時間： ※１１：３０～ ※※１４：３０～ 各回約３０分程度 ◆ライト◆は短め（１５分程度）のトークです。

●プラス●は長め（４５分程度）のトークです。

定員：日本館２階 講堂 100名 ・ 地球館３階 講義室 ５０名

受付：会場の入口で、開始１５分前から受け付けています。（先着順、予約はできません）
※状況により受付時間が前後する可能性があります。

対象：どなたでもご参加いただけます（内容は小学校高学年以上に合わせた内容です。）

◎諸事情により、急遽、中止・変更となる場合があります。 ◎トークによって会場が異なります。

◎定員に達した場合はご参加をお断りいたします。




